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『

東
瀛
詩
選
』　

　

に

お

け
る

兪
越
の

修
改

大

窪
詩

仏
・

大

沼
枕

山
の

所
収
詩
に

つ

い

て

郭

穎
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は

じ
め

に

　
本
稿
で

は
、

兪
極
（

一

八
一

二

〜
｝

九

〇
七
）

の

『

東

瀛
詩

選
』

に

八

十

六

首
が

収
録
さ

れ
て
い

る

大

窪
詩
仏
（

一

七

六

七

〜
一

八

三

七
）

と

大
沼
枕
山

（

一

八
一

八

〜
一

八

九
一
）

の

詩
に

つ

い

て
、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ホ
　

　

兪
極
が

底
本

と

し

た

と

思
わ

れ

る

両

者
の

詩

集
『

詩

聖

堂

集
』

と

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ユ

　

『

枕
山
詩
鈔
』

と
の

異
同

箇

所
を

検
討
す
る

。

一

　
大
窪
詩
仏

　
大
窪

詩
仏
は
、

名
を

行
、

字
を

天
民
と
い

い
、

詩

仏
・

痩

梅
・

詩
聖
堂

な
ど

と

号
し

た
。

常
陸

（

茨
城
県
）

の

人
で

あ

る
。

江
戸

で
、

山
本
北
山

（

一

七

五
二

〜
　

八
一

二
）

に
、

古
学
・

朱
子

学
・

陽
明
学
の

折
衷

学
を

習
い

、

詩
を

市
河

寛
斎
（
｝

七

四
九

〜
一

八

二

〇
）

に

学
ん

だ
。

頼
山

陽
（

一

七

八

〇
〜
　

八

三

二
）

や

画
家

の

谷

文

晁
（

一

七

六

三

〜
一

八

四

〇
）

な

ど
と

親
交

が

あ

り
、

　一

七

九

二

年
に
、

柏

木
如
亭
（

一

七

六

三

〜
一

八
一

九
・

痩
竹

と

号

し

た
）

と

「
二

痩
詩
社
」

を

開
い

た
。

当

時
、

菊
池
五

山

（

一

七

六

九

？

〜
一

八

四
九

？
）

と

並

ん

で

詩
壇
の

中
心

を
な
し

、

市

河

寛
斎
・

柏

木

如

亭
・

菊
池
五

山

と
共
に
［

江
戸
の

四

詩

家
」

と

呼

ば

れ
て

い

る
。

（

一
）

兪
欅
の

評
価

　

『

東
瀛
詩
選
』

の

序
に
、

兪
極
は

「

傳
之

既
久

而

梁
星

巖
・

大

窪
天

民
諸
君
出
、

則

又

變
而
抒
寫
性
靈
、

流
連
景

物、

不
屑
以

基

擬

爲
工

。

而

清
新
俊
逸
、

各
擅
所
長

。

殊
使

人
讀
之

、

有
愈
唱

愈

高
之

歎
。

」

（

之

を

傳
ふ

る
こ

と

既
に

久

し

く

し

て

梁
星

巖
・

大

窪

天

民
の

諸

君

出
つ

れ

ば
、

則
ち

又
た

變
じ

て

性
靈

を

抒
寫
し
、

景

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

た

く
み

　
　
　
　
　

　

　
　
り

さ

ぎ

よ

物
に

流
連
し
、

蟇
擬
を

以
て

エ

と

爲
す
を

屑

し
と

せ

ず
。

而

し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ほ

し
い

ま
ま

て

清
新
俊

逸
に
し

て
、

各
お

の

長
ず
る

所
を

　
擅

　
に

す。

殊
に

人

　

　
　
　

　
　
　

　
　
い

よ

を
し

て

之

を

讀
み
て

、

愈
い

よ

唱
へ

て

愈
い

よ

高
き
の

歎

有
ら

し

む
。

）

と

あ

り
、

大

窪
詩
仏
と

梁
川
星

巌
が

、

譲
園
派
に

代
わ
っ

て
、

新
し
い

詩

風

を

開
く

重

要

な

役
割
を
果
た

し

た

こ

と

を

指

摘
し

て

い

る
。
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更
に
、

『

東
瀛

詩
選
』

の

巻
十
九

で

は
、

　

字
天

民
、

常
陸

人
。

著

有
『

詩

聖

堂

集
』

初
編
十

卷
、

二

編
十

三

卷
、

三

編
十
卷

。

（

字
は
天

民、

常
陸
の

人

な
り

。

著

に

『

詩

聖
堂

集
』

初
編
十
卷

、

二

編
十
三

卷
、

三

編
十

卷
有

り
。

）

　
天

民

以

詩

佛
自

號、

而

以
詩

聖

名
堂

。

葢
欲
以
一

瓣
香
奉

少

陵
也

。

然
其
詩

初
不

甚
學
杜
詩
、

境
頗
超
逸

、

有
行
雲
流

水
之

致
。

東
國
自
亨
保
以

後
、

作
詩
者
多
承
明
七

子

之

餘
習

、

以
蟇
擬

剽
竊
爲
工

。

天

民
起
而
掃
之

。

風

會
爲
之
一

變
。

宜

其
在
當
時
之

奉
爲
詩

佛
矣

。

（

天

民
は

詩

佛

を

以
て

自
ら

號
し
、

而

し

て

詩

聖
を
以
て

堂

に

名
つ

く
。

葢
し
一

瓣
の

香
を

以
て

少

陵
に

奉
ら
ん

と

欲
す
る
な
り

。

然
れ
ど

も

其
の

詩

は

初
め

甚
だ

し

く

は

杜
詩

を

學
ば
ず

、

境

頗
る
超
逸
に

し
て

、

行
雲

流
水
の

致

有
り

。

東
國
は

亨

保
よ

り

以

後
、

詩
を
作
る

者

多

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
た
く

み

く

明

七

子
の

餘
習
を

承

け
、

蟇
擬
剽
竊
を

以
て

工

と

爲
す

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

む
べ

天

民

起
こ

り
て

之

を

掃
ふ

。

風

會

之

の

爲
に
一

變
す

。

宜

な
り

其
の

當
時
に

在
り

奉
り

て

詩
佛

と

爲
す

や
。

）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
う

　

と

詩

仏
を

評
価
し
て

い

る
。

（

二
）

兪
極
の

修
改

（

1
）

平
仄
上

の

修
改

・

第
51
首

「

弔
雲
泉
墓
、

墓

在
淨

法

寺

後
山
」

…
一

身
化
作
越
山

雲
、

雲
去

雲
來
毎
憶
君
↑
思

・

第
57
首

「

獻
小
不
二

於

大

納
言

日

野
公

並
係

之

以
詩
」

…

不
二

峰
高
摩
九

霄
、

上

來
太
古
雪
未
消
↑

有

　

第
51

首

三

身

化
作
越
山

雲
、

雲
去

雲
來
毎
憶
君

。

」

（

一

身
化

　
　

　
　
　

　
　
な
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
つ

ね

　

　
　
　
　
　
お

も

し

て

越
山
の

雲
と

作
り

、

雲
去
り

て

雲
來
た

り
毎
に

君
を

憶
ふ
）

の

下

句
の

「

憶
」

は
、

原
詩

で

は

「

思
」

に

作
る

。

こ

の

詩

は

七

言

絶
句
で
、

第
六

字

目
は

仄

声

で

な
い

と

い

け

な
い

の

で
、

改
め

て

い

る
。

　

第
57

首
「

不
二

峰
高
摩
九

霄
、

上

來
太

古
雪
未

消
。

」

（

不
二

峰

高
く
九

霄
に

摩
し

、

上

は

太

古
よ

り

雪
未
だ

消
え

ず
）

の

下

句
の

「

來
一

は
、

原

詩
で

は

「

有
」

に

作
る

。

こ

の

二

句
は

、

宋
・

范

成
大

「

小

峨
眉
」

（

『

全
宋
詩
』

巻
二

二

六

六
）

の

「

恍
然
坐

我
寶

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ざ

巖
上
、

疑
有
太
古
雪

未
消

。

」

（

恍
然
と

し

て

我

を

寶
巖
の

上

に

坐

せ

し

む
、

疑

ふ

ら

く
は

太
古
よ

り

雪
の

未
だ

消

え

ざ
る

有
る

か

と
）

を

意

識
し

た

と

思
わ

れ
る

。

し

か

し
、

原
詩
の

下
句
は、

前
の

五

字
が

全
部
仄
聲
な

の

で
、

兪
褪
は

二

字
目
の

「

有
」

を

平
聲
の

「

來
」

に

改
め

た

と
思
わ

れ

る
．

（

2
）

表
現
上

の

修
改

（
A
）

不

適
切
な

表
現
の

訂
正

・

第
3
首
「

客
夜」

…

身
寄
孤
亭
裏

、

逢
秋
容
易
殘

↑
秋
逢

64 一
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・

第
7

首
「

題

竹
石

道
人

畫

竹」

…

人
之

寫

竹
寫
其
形

、

形

似
未

能
脱
塵
垢
↑

免

・

第
16
首
「

漁
蓑
」

…

換
酒
又

愁
明
月
雨
、

眠

花
猶
帶

昨

宵
香
↑

當

・

第
17
首

「

題
上

田

土
屋

生
二

松

軒
」

…

醒

來
欹

枕
仔
細
覓

、

媚

鋼
↑
聲
自
松
梢
倩
風
生

・

第
17
首

「

題

上

田

土

屋

生
二

松

軒
｝

…

萬
木
枯

盡
欲
無

氣、

二

松

依
然
青

凌
霄
↑
緑

・

第
25
首

「

楊

貴
妃

櫻
」

…

誰
信
海
山
三

島
外
、

人

間

別

有
太

真

妃
・
−

除
非

・

第
29

首
「

宿
神
奈

川
」

…
二

十
年
前

宿
此

樓
、

風
波

三

日

使
人

愁
↑

留

・

第
35

首
「

三

島
」

…

古

驛
西

偏
接
翠

疇、

秧
歌

聲
裏

雨
聲
收
↑

痕

・

第
44
首

「

玉

池

精

舍
二

十
詠
｝

清

淺
池
…

澄

徹
可
見

底
、

足

浸

梅
花

影
↑
看

・

第
45
首

「

玉

池
精

舍
二

十
詠
」

納
涼
亭
↑
橋

・、

第
50

首
「

森
岡
鶴
立

齋
蘭
室

二

君
、

會
都
下
諸
名
勝
於
百
川

樓
、

賦
此

贈
之
」

…

喧

嘩
人

已

醉
、

杯
盤

翔
陳
↑
雜
還

・

第
56
首
「

柳
」

…

千
絲

萬
縷
翠
含
春
、

影
滿
池
心
漲

麹
塵

↑
蘇

・

第
70
首
「

林
樫

宇
先
生

送
菊
花
一

瓶
云

所
自
培
養

、

賦
此
奉
謝
」

↑
之

・

第
76

首
「

庚
寅
元

旦
」

…

屠
蘇
到
手

覺

稍
早

、

爲
是

杯
行

少
一

人
↑
些

・

第
83

首
「

入

江
江
民
邀
与

宏
庵
溪
華

槐
庵
閑
齋

竹
潭
諸
君

、

同

泛
湖
賦

即

事
廿
六

韻
」

…

歸
鴉

遲

遲

收、

或
嫌
歸
路

速
↑

看
看

　
第
3

首
「

身

寄
孤

亭
裏

、

逢
秋

容

易
殘

。

」

（

身
を

寄
す
孤
亭
の

　
　

　

　

　
　

　

　
　
そ
こ

な

裏
、

秋
に

逢
ひ

て

容
を

殘

ひ

易
し

）

の

下
句
の

「

逢

秋
一

は
、

原
詩
で

は
「

秋
逢
」

に

作
る

。

白
居
易
「

初
入

香
山
院
對
月
」

（

『

全

唐
詩
』

巻
四
五

六
）

の

「

老

住
香
山

初
到

夜、

秋
逢
白
月
正

圓
時

。

」

（

老
い

て

香
山

に

住
ま

ん

と
し

て

初
め

て

到
る

夜
、

秋
に

逢
ふ

白

　
　

　

　
ま
ど

か

月
の

正

に

圓

な
る

時
に
）

の

よ

う
に

、

「

秋
に

〜

に

逢
う
」

と
い

う

表

現
が

普
通

で

あ

る
。

「

秋
逢
」

（

秋
に

逢
ふ
）

だ

け
で

は
、

何

に

逢
う
の

か

不
明
な
の

で
、

「

逢
秋
」

に

改

め

た
と

思

わ

れ
る．、

　

第
7
首
「

人

之

寫
竹
寫

其
形

、

形
似
未
能
脱
塵
垢

。

」

（

人

の

竹

を
寫
す

は

其
の

形
を

寫
す
な
り

、

形

似
る

も
未
だ

塵

垢
を
脱
す
る

能
は

ず
）

の

下
句
の

「

能
」

は
、

原
詩
で

は

「

免
」

に

作
る

。

例

え
ば

、

白

居

易
「

金

鑾
子

曄
日

呪
つ

（
『

全
唐
詩
』

巻
四
三
二

）

の

「

慚

非
達
者

懷、

未
免
俗
情
憐

。

」
（

慚
ら

く
は

達

者
の

懷
に

非
ず
し

て
、

未
だ

俗
情
の

憐
を

免

れ

ざ
る

を
）

の

よ

う

に
、

「

未

免
」

は
、

［

〜

を

免
れ

る

こ

と

が

で

き
な
い
」

の

意
で

あ

り
、

原
詩
の

n

未
免
脱

塵

垢
」

だ

と
、

俗
っ

ぽ
さ
か

ら

脱
出
す
る
こ

と

を

免
れ

る

こ

と

が

で

き

な
い

、

つ

ま

り

俗
か

ら

脱
す

る

と
い

う
意
味
に

な
っ

て

し

ま

う
。

こ

れ

で

は
、

詩
句
の

意
味
が
違
っ

て

い

く
の

で
、

兪
極
は
「

未

免
」

を

「

未
能
」

に

改
め
て

い

る
。

　

第
16
首
「

漁
蓑
」

の

「

換
酒
又

愁
明
月

雨
、

眠

花
猶

帶
昨
宵
香

。

」

（

酒
に

換
ふ

る

も
又

た

愁
ふ

明
月
の

雨、

眠

る

花

猶
ほ

昨

宵
の

香
を
帶
ぶ
）

の

上

句
の

「

換
」

は
、

原
詩
で

は

「

當
」

に

作
る

。

上

句
は

詩

人
が

漁

蓑
を

質
入

れ
し

て

酒
に

換
え

た
い

が
、

雨

が

降
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る
こ

と

も
心

配
し

て

い

る

と
い

う

意
味
で

あ

る
。

し

か

し
、

「

當
酒
一

だ

と
、

「

酒
を
質
入

れ

す
る

」

と
い

う
意

味
に

な
っ

て

し

ま

う
。

「

換

酒
」

は
、

李
白
「

醉
後
贈

從
甥
高
鎮
」

（

『

全

唐
詩
』

巻
一

六

九
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
し
は

ろ

の

「

且

將

換
酒

與
君

醉、

醉
歸
託

宿
呉

專
諸

。

」

（

且

く

將
に

酒

に

換
へ

て

君
と

醉
ひ

、

醉
歸
し

て

呉
の

專
諸
に

託

宿
せ

ん

と

す
）

な

ど

に

も

見
ら
れ

る
。

　

第
17
首

「

醒

來
欹
枕
仔
細

覓
、

始
知

聲
自
松

梢
生

。

」

（

醒

め

て

　

　
　
　

　
そ
は
た

　

　
　
　
　
　

　
　
　

も

と

來
た

り
枕
を

欹

て

て

仔
細
に

覓
め

、

始
め

て

知

る

聲
の

松

梢
よ

り

生

ず
る

を
）

の

下
句
は
、

原

詩
で

は

「

聲
自
松
梢
倩
風
生
」

（

聲

は

松

梢
よ

り

し

て

倩
風

生

ず
）

に

作
る

。

原
詩
の

ま

ま
だ

と
、

…

生
L

じ

る

の

は、

「

聲」

か

「

倩
風
」

か

分

か

ら
な
い

の

で
、

兪
極

は

意

味
が

明
白
に

な
る

よ

う

に

改
め

て

い

る
。

　

第
17
首
「

萬
木

枯
盡

欲
無

氣
、

二

松

依
然
青

凌

雷
。

」

（

萬
木

枯
れ

盡
く
し

氣
無
か

ら

ん

と

欲
し

、

二

松

依
然
と

し
て

青
く
し

て

　

　
し
の

霄
を

凌

ぐ）

の

下

句
の

「

青」

は
、

原
詩
で

は

「

緑」

に

作
る

。

白
居
易
「

齊
物
二

首
」

其
一

（

『

全

唐
詩
』

巻
四一．
一

〇）

の

「

青
松

高
百

尺
、

緑

惹
低
數
寸

。

」

（

青
松

高
き

こ

と

百

尺
、

緑
惹

低
き

こ

と

數
寸
）

の

よ

う
に

、

中

国
の

詩
人
は

松

を
描
く

時
、

「

青
松
」

の

語

を
用
い

、

「

緑
」

の

字
は

使
わ

な
い

。

　

第
25
首

「

誰

信
海
山
三

島
外
、

人
間
別

有
太

真
妃

。

」

（

誰
か

信

ず
海
山
三

島
の

外
、

人

間

別

に

太
真
妃
の

有
る

を
）

の

上

句

の
「

海

山
」

は
、

原
詩
で

は

「

除

非」

に

作
る

。

「

除
非
｝

は

「

〜

し

な
い

限

り
」

や
「

〜
は

別

と

し

て
」

の

意
味
な
の

で
、

原
詩
の

「

誰
信

除
非

三

島

外
」

は

「

除
非
」

の

誤
用
で
、

意
味
不

明
と

な
る

。

だ

か

ら
、

兪
極
は

下
句
の

「

太

真
妃
」

に

合
わ

せ
、

白
居

易
「

長
恨

歌
」

（

『

全

唐
詩
』

巻
四

三

五
）

の

「

忽
聞

海

上

有
仙
山
、

山

在
虚

無

縹
緲
問

。

」

（

忽
ち

聞
く
海
上

に

仙
山

有
り
、

山
は

虚
無
縹

緲
の

間

に

在
り

と
）

の

部
分
を

踏
ま

え
、

「

除
非
」

を

「

海
山

」

に

変
え

た

と

思
わ

れ
る

。

　

第
29
首
「

二

十
年
前
宿

此
樓

、

風
波
三

日

使
人

愁
。

」

（
二

十
年

前

此
の

樓
に

宿
り
、

風

波
三

日

人
を

愁
へ

し

む
）

の

「

愁
」

は
、

原
詩
で

は

「

留
」

に

作
る

。

例
え

ば
、

柳

憚
「

搗
衣
詩
」

（

『

玉

台

新
詠
』

巻

五
）

の

「

行
役

滯
風

波
、

游
人
淹

不

歸
。

」

（

行

役

風

　
　
と

ど

こ

ほ
　
　
　

　
　
　
　
　

ひ

さ

波
に

滯

り
、

游
人

淹
し

く
歸

ら

ず
）

、

謝
惠
連
「

西

陵
遇
風

獻

康
樂
」

（

『

文

選
』

巻
二

十
五
）

の

「

臨
津
不

得
濟
、

佇
楫
阻

風
波

。

一

　
　

　
　
　

　
わ

た

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
と

ど

　
　

　
　

　
　

　

　
　
へ

だ

（

津
に

臨
み

て

濟
る

を

得
ず、

楫
を

佇
め

て

風

波
に

阻
て

ら

る
）

の

よ

う

に
、

「

風
波
」

は

「

滞
」

・
「

阻
」

と
一

緒
に

使
う
の

が
一

般
的
で

あ
る

。

原

詩
の

「

風
波
」

が

人

を

「

留
」

め

る

と
い

う
の

は

常
用
表

現
で

は

な
い

の

で
、

押
韻
を

考
慮
し
、

「

留
」

を

「

愁
」

に

変
え

た

と

思
わ

れ

る
。

　

第
35
首
「

古
驛

西

偏
接

翠
疇

、

秧

歌
聲

裏
雨

聲

牧
。

」

（

占
驛

　
　
か

た

よ
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

あ
つ

西
に

偏

り

て

翠

疇
に

接

し
、

秧
歌
の

聲

裏

雨

聲

收

ま

る
）

の

下

句

の

「

聲
｝

は
、

原

詩
で

は
一

痕
」

に

作
る

。

例
え

ば
h

杜

甫

「

返

照
」

（

『

全

唐
詩
』

巻
二

三

〇
）

の

「

楚
王

宮
北
正

黄
昏、

白

帝
城

西

過
雨

痕
。

」

（

楚
王

の

宮

北

正

に

黄
昏

、

白
帝
の

城
西

過

雨
の

痕
）

や
、

宋
・

楊
萬
里
「

飯

罷
登

山
」

（

『

全

宋
詩
』

巻
二

二

八
一
）

の

「

樹
遠
通

鶯
響

、

花
晴
帯

雨
痕

。

」

（

樹

遠
く
て

鶯
響
を

通

じ、

花
晴
れ
て

雨

痕
を

帯

ぶ
）

の

よ

う

に
、

「

雨
痕」

は
、

雨
の

迹
の

意
味
で

あ
り

。

原
詩
の

次
句
は

、

「

淺
間
祠

下
…

泓
水、

散

作

千

村
万

落

秋
。

」

（

淺
間
祠

下

一

泓

水、

散
じ

て

千

村
を

万

落
の
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な

秋
と

作
す
）

と

あ
り
、

雨

が

降
り

続
い

て

い

る

こ

と

を
描
い

て

い

る
。

し

か

し
、

原
詩
の

「

雨

痕
収
」

だ

と
、

雨
が
止

む

意
味
に

な

っ

て

し

ま

う
の

で
、

兪
腿
は

「

痕
」

を
「

聲」

に

改
め

た
。

　

第
燗

首

「

澄

徹
可

見
底

、

足

浸

梅
花
影

。

」

（

澄
徹
と

し

て

底
を

見
る

可

く
、

梅
花
の

影
を

浸
す

に

足

る）

の

「

見
」

は
、

原
詩
で

は

「

看
」

に

作
る

。

「

看
底
」

と
い

う
言
い

方
は

無
い

の

で
、

兪
極

は

そ

れ

を

「

見
底
」

に

改
め

た
。

似
た

表

現
は
、

白
居
易
「

對
小

潭
寄

遠
上

人
」

（
『

全

唐
詩
』

巻
四

五
一
）

の

「

小
潭
澄
見
底

、

聞

客
坐

開
襟

。

」

（

小

潭

澄
み

て

底
を

見
、

聞
客

坐

し

て

襟
を

開

く
）

に

も
見

ら

れ

る
。

　

第
45

首
「
玉

池

精
舍
二

十

詠
」

の

「

納

涼
亭
」

の

「

亭
」

は
、

原
詩
で

は

「

橋
」

に

作
る

。

例

え

ば
、

岑

參
の

「

陪
封
大
夫
宴

瀰

海
亭

納

涼
」

（
『

全

唐
詩
』

巻
二

〇

〇
）
、

戎

笠
の

「

駱

家
亭
子

納

涼
」

（

『

全
唐

詩
』

巻
二

七

〇
）

、

白

居
易
「

府
西
亭
納

涼
歸
」

（

『

全

唐
詩
』

巻
四

五

二
）

の

よ

う
に

、

中

国
の

詩

人
は

亭
で

納
涼
す

る

こ

と

が

多
い

。

ま

た
、

宋
・

洪
皓
「

次
三

月

望

日

出

遊
」

（
『

全
宋

詩
』

｝

七

〇
一
）

の

「

欲
作
納

凉
亭
、

因
茲

出
求
木

。

」

（

納

凉
亭

　
　

　

　

　
　

　

こ

れ

を

作
ら

ん

と

欲
し

、

茲
に

因
り

て

出

で

て

木
を

求
む
）

の

よ

う
に
、

「

納
凉
橋
」

よ

り
、

「

納

凉

亭」

の

ほ

う
が

中
国
人
に

と
っ

て

馴

染

み

が

あ
る

。

　

第
50

首

「

喧
唾・

人
已

醉
、

杯

盤
還

雑

陳
。

」

（

喧
嘩

と

し

て

人

　
　

　

　

　
　

　

ま

　

　
　
ま
　
　
　
　
　

つ

ら
な

已

に

醉
ひ

、

杯
盤

還

た

雑
じ

り

陳

る
）

の

「

還
雑
」

は、

原

詩

で

は
「

雑
還
」

に

作
る

。

原
詩

の

．

雑
還

陳
」

で

は
、

意
味
が

不

明
な
の

で
、

兪
極
は

「

乱

雑
」

の

意
味
を

表
す
「

雑

陳
」

を

用
い

て

改
め

た
。

枚
乗
「

七

發
」

（

『

文

選
』

巻
三

十

四
）

に

も
「

滋
味

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ま

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

そ

な

は

雑
陳、

肴
糅
錯
該

。

」

（

滋
味
は

雑
じ

り

陳
り

、

肴

糅
は

錯
じ

り

該

る
）

と
あ

る
。

　

第
56

首
「

千
絲

萬
縷
翠

含
春、

影
滿

池
心

漲

麹

塵、
」

（

千

絲

萬

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

み

な

き

縷

翠
に
し

て

春
を

含
み

、

影

池
心

に

滿
ち
て

麹
塵
　
漲

る
）

の

上

句
の

「

含
匙

は
、

原
詩

で

は
、

．

蘇
」

に

作
る

。

「

蘇
春
」

の

表

現
は

な
い

の

で
、

兪
褪
は

「

含
春
」

に

改

め

た
。

武
后

宮

人
「

離

別

難
」

〔

『

全

唐
詩
』

巻
七

九

七
）

に

「

來
時
梅

覆
雪、

去
日

柳

含

春
。

」
（

來
た

る

時
は

梅

雪

に

覆
は
れ

、

去

る

日

は

柳

春
を

含
む
）

や
、

宋
之

問
「

詠
笛
」

（

『

全
宋
詩
』

巻
三

＝一

＝
）

の

「

逐

吹

梅

　
　

　

　
　

　

　
　

　

か

せ
　

　

お

花
落
、

含
春

柳
色
驚

。

」

〔

吹
を

逐
ひ

梅
花

落
ち
、

春
を

含
み
柳
色

驚
く

）

の

よ

う
に

、

「

含
春
」

は

柳
と

よ
く
一

緒
に

使

わ

れ
て

い

る
。

　

第
70

首
の

詩

題

「

林
樫
宇

先
生

送

菊
花
一

瓶
云

所
自
培
養

、

賦

此
奉
謝
」

の

「

此
」

は
、

原
詩

で

は

「

之
」

に

作
る

。

こ

こ

で

は
、

本
詩

を

さ

し
、

「

此
」

の

ほ

う
が

い

い

の

で
、

「

之
」

を

「

此
」

に

改
め
た

と

思
わ

れ

る
。

　

第
76
首
「

屠

蘇
到

手
覺

稍
早

、

爲
是

杯
行
少
｝

人
。

」

（

屠
蘇

　
　

　

　
　
や

手

に

到
り

て

稍

や

早
き

を
覺
え
、

爲
に

是
れ

杯

行

に
一

人

少
し

）

の

上

句
の

「

稍
」

は
、

原
詩
で

は
「

此

三

に

作
る．、

し

か

し
、

例

え

ば
、

宋
・

楊

萬
里
一

樊
京
」

（
『

全

宋
詩
』

二

三

〇
六
）

の

「

可

惜
一

盃

金

屑
酒

、

欽

來
祗

較
早

些

時
。

」

（

惜
む

可
し

　一

盃
の

金

　
　

　
つ

つ

し

　
　
　
　

　
　
　

　
た

　
　

や

屑
酒
、

欽

み

て

來
た

り
祗

だ

較
や

早

些
の

時
）

の

よ

う

に
、

「

早

此

三

の

表
現
が

正

し
い

。

兪
極
は

平
仄
も
考
慮
し
、

「

稍
早
」

に

変

え

た

と

思

わ

れ

る
。

な

お
、

「

東
瀛
詩
選
』

巻
三

十

所

収
の

山

田

信

の

「

七

月

望

圓
融
寺
賞
月
」

の

「

酒

醒
稍

覺
些
寒
侵
、

蓮
華
漏
盡

　
　

　

　
　

　

　
　

　
や

夜
沈
沈

。

」

（

酒

醒

め

て

稍
や
覺
ゆ

些
寒
の

侵
す
を、

蓮
華

漏
れ
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盡

く
し

夜
沈

沈
た

り
）

の

「

些

寒
」

も
、

兪
褪
は

「

薄
寒
」

に

改

め

て
い

る
。

　

第
83

首
「

婦

鴉
遲

遲
收

、

或
嫌
歸
路

速
。

」

（

歸
鴉

遲
遲

と

し

て

收
め

、

或
い

は

嫌
ふ

歸
路
の

速
き
を
）

の

上

句
の

「

遲
遲
」

は
、

原
詩
で

は
「

看
看
」

に

作
る

。

例
え
ば

、

羅

隱

「

寄
韋
贍
」

（

『

全

唐
詩
』

巻
六

六

二
）

の

「

風

催
曉
雁
看
看
別
、

雨
脅
秋

蠅
漸
漸
癡

。

」

（

風

は

曉
雁
を

催
し

て

看
る

看
る

別
れ
、

雨
は

秋
蠅
を

脅
か

し

漸

漸
と
し
て

癡
な
り

）

の

よ

う
に
、

「

看
看
」

は

「

見

る

見
る

」

、

「

次

第
に

進
む
」

と
い

う

意
味
で

あ

る
。

し

か

し
、

下

句

の

「

或
嫌

歸

路
速
」

と
の

繋
が
り
が

よ

く

な
い

の

で
、

兪
極
は

文

意
を

考
え

て
、

「

看
看
」

を

「

遲

遲
」

に

改
め

た
と
思

わ

れ

る。

「

夕

方
の

烏
は

ゆ

つ

く
り

と

ね

ぐ
ら

に

向
か

っ

て

飛
ん

で

い

る
」

と

し

た

ほ

う
が

、

下

句
の

「

皆
と
も
っ

と
楽
し

み

た

い

か

ら

早

く

帰
り
た

く

な
い
」

と
い

う
気
持
ち
と

合
う

。

（

B
）

厳
格
な

対

句
へ

の

修
改

・

第
50
首
「

森
岡

鶴
立

齋

蘭
室
二

君
、

會
都
下

諸
名
勝
於

百
川

樓
、

賦
此
贈
之
」

…

賞
心

兼
樂
事

、

美
景
又

良
辰

↑
屬

　

第
50

首
「

賞
心

兼

樂
事

、

美

景
又

良
辰

。

」

（

賞
心

兼
ね
て

樂

事
、

美
景

又

た

良
辰
）

の

下

句
の

「

又
」

は
、

原
詩
で

は

「

屬」

に

作
る

。

例
え
ば
、

白
居

易
「

得
楊
湖
州
書
頗

誇
撫
民

接
賓
縱

酒

題

詩
因

以

絶
句
戲
之
」

（

『

全

唐
詩
』

巻
四
五

七
）

の

「

豈
獨
愛
民

兼
愛

客、

不

唯

能
飮
又

能
文

。

」

（

豈
に

獨
り

民

を

愛
す

る

の

み

な

ら
ん

や

兼
ね

て

客
を

愛
す

、

唯
だ

能
く

飮
む
の

み

な
ら

ず
又

た

文

を

能

く
す
）

、

李

商

隠
「

春

日

寄

懷
」

（
『

全

唐
詩
』

巻
五

四
一
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
た

　
と

の

「

縱
使
有
花

兼
有
月
、

可

堪
無
酒
又

無
人

。

」

（

縱
使
ひ

花
有
り

兼
ね

て

月

有
り

と

も、

酒
無

く

又

た

人
無
き
に

堪
ふ
べ

け
ん
）

の

よ

う

に
、

「

兼
」

と

「

又
」

が

対
に

な

る
こ

と

が

多
い

の

で
、

兪
樋

は

下
句
の

「

屬
」

を

「

又
」

に

変
え

た

と

思
わ

れ

る
。

（

3
）

削
除

　

第
50
首

「

森
岡

鶴
立
齋
・

蘭

室一
一

君
、

會
都
下

諸
名
勝
於

百
川

樓、

賦
此
贈
之
　

の

原
詩
は
、

次
の

よ

う

で

あ

る．、

1
仲
氏

如
孤
鶴

2
卓
立

在
難
群

3
叔
氏

如
幽
蘭

4
一

室
爲
之

薫

5
二

君
雖
在

官

6
不

染
官
途
塵

7

所
以

繪
畫

手

8
入

妙
又
入

神

9

文

化

丙

子

歳

10
二

月
之

中
句

11
設
宴
江
樓
上

12
大
會
書
畫
人

13
人
人

爭
呈

伎

仲
氏

は
孤
鶴
の

如
く

卓
立

し

て

難
群
に

在
り

叔
氏

は

幽
蘭
の

如
く

一

室

之
の

た

め

薫
る

二

君

は

官
に

在

り
と

雖
も

官
途
の

塵
に

染
ま

ず

ゆ
　
ゑ

所
以
に

繪
畫
の

手

妙
に

入

り

て

又
た

神

に

入

る

文

化

丙
子
の

歳

二

月
の

中
旬

宴
を
設
く

江
樓
の

上

大
い

に

會
す

書
畫
の

人

人
入

爭
ひ

て

伎
に

呈
す
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14
坐

間
生

雲
煙

15
喧

嘩
人
已

醉

　

　

　
　
ヰ

　

16
杯
盤

雜
還

陳

17

賞
心

兼
樂
事

　

　
　
　
　

　ハ
ら

　

18
美
景
屬
良
辰

19
我
亦
來

與
席

20
個

鯛
君

21
不

啻
君
風
流

22

實
因
廼
侯
賢

23
公

日

汝
兄

弟

24

廣
結

翰
墨

縁

坐

間

雲
煙

生

じ

喧

嘩
と

し

て

人

巳

に

醉
ひ

　
　

ま
　
　
　

　

ま
　
　

つ

ら
な

杯
盤

雜
じ

り

還
た

陳

る

賞
心

兼
ね

て

樂
事

　
　

た
ま

美
景

屬
た

ま

良
辰

　
　

　

　
　

　

　
　

　

あ
つ

か

我
も
亦
た

來
た

り
て

席
に

與

り

詩
を
作
り

て

聊
か

君

を

祝
ふ

た啻
だ
君
の

風
流
の

み

に

あ

ら
ず

實
に

因

る

廼

侯
の

賢
き

に

公

曰

く

汝
兄

弟
と

廣
く
結
ば
ん

翰
墨
の

縁

こ

れ

は
、

枕
山
が

江

戸
の

高
級

料
亭
百
川
楼
で

行
っ

た

畫

會
で

、

盛

岡
藩
の

絵
師

、

谷

文
晁
の

門
下
の

田

鎖
鶴
立

斎

（

一

七

七

三

〜

一

八

二

九
）

と

本
堂

蘭
室

（

一

七

七

八

〜
一

八

四

三
）

兄

弟
と

出

逢
っ

た

こ

と
を

詠
っ

て
い

る
。

詩
の

冒
頭
は

、

二

人
が
官

職
に

就

い

て

い

て

も
、

俗

世
間
に

汚
さ
れ
て
い

な
い

、

と

兄
弟
二

人
の

人

格
を

賛

美
し

て

い

る
。

原
詩
で

は
、

こ

の

次
に

「

所
以

繪
畫
手
、

入
妙
又

入

神
。

」

の

二

句
が
あ
る

。

前
文

と
の

繋
が
り
が

悪
く

、

文

脈
か

ら

見

る

と

唐
突
な

感
じ

が

す
る

。

だ

か

ら
、

兪

極
は

こ

の

二

句
を

削
除
し

た

と
思
わ
れ

る
。

　

そ

の

後
、

宴

会
の

描
写

部
分
に

入

り
、

皆
は

絵
を
描
い

た

り
、

酒

を

飲
ん

だ

り

し

て
、

楽
し

ん

で

い

る
。

も
ち
ろ

ん

詩

人
が

そ
の

場

に

い

な

け
れ

ば
、

こ

の

よ

う
な

細

か

い

描

写
は
困

難
で

あ

る
。

し

か

し
、

原
詩
で

は
、

第
18
句
の

後
に
、

「

我
亦
來
與
席

、

作
詩

聊

祝
君

。

」

の

句

が
あ
っ

て
、

主

人
公

「

我
」

が

登

場
し

て

い

る
。

そ

れ

に
、

「

祝
君
」

の

事
に

つ

い

て

は
、

前
文
に

触

れ

て
い

な
い

の

で
、

理

解
し

に

く
い

。

だ

か

ら
、

兪
極
は

詩
全

体
の

文

脈
を

通

り
よ

く

す
る
た

め
、

こ

の

二

句
を

削
除
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

二

　
大

沼

枕
山

　
大
沼

枕

山
は
、

幕
末
・

明
治
期
の

人

で
、

名

を

厚、

字
を

子
寿

と

い

い
、

東
京

下
谷
の

人
で

あ

る
。

詩

を

菊
池

五

山
に

学
び

、

梁

川

星

巌
の

玉

池
吟
社

に

参
加
し
た

。

そ

し

て
、

大
窪
詩

仏
と

菊
池

五

山

ら

に

認
め

ら
れ
、

詩

名
を
馳
せ

た
。

小

野

湖
山

（

一

八
一

四

〜
一

九
一

〇
）

・

鈴
木
松

塘
（

一

八

二

三

〜
一

八
九

八
）

と

共

に

星

巌
門
下
の

三

高
足
と

呼
ば
れ

て

い

た
。

枕
山

は

兪
極
よ

り

三

歳
年

長
で

、

殆
ど

同

じ

時

代
に

生

き
て

い

た
。

枕
山

は

若
く

し

て

詩
才

を
あ
ら

わ

し

て
、

詩
塾
下

谷
吟
社
を
開
き

、

江

戸

時

代
の

最
後
の

漢
詩

人
と

言
わ

れ

て
い

る
。

明

治

に

な
っ

て

も、

終
生

丁

髷
を

結

ん
で

い

た

と
い

う
逸
話
に

象
徴
さ
れ

る

よ

う
に
、

時
世
と

隔
絶
し
、

詩

文
の

世
界
に

耽
っ

て

い

た
。

の

ち
、

永
井

荷
風

が

枕
山
の

娘

か

ら

直
接
聞
い

た

話
を

『

下
谷

叢
話
』

に

書
き

記
し

て
い

る
。

（
一
）

兪

極
の

評
価

大
沼
枕

山

に
つ

い

て
、

『

東
瀛
詩
選
』

巻
三

十
一

で

は
、

字
子

壽
、

號
枕
山

、

江

戸
人

。

著
有
『

枕

山
詩
鈔
』

三

卷
。
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（

字
は

子

壽
、

枕
山

と

號
し

、

江

戸
の

人
な
り

。

著
に

『

枕

山
詩
鈔
』

三

卷

有
り

。

）

　

枕
山
於
詩
學
頗
近
香
山
一

派
。

其
論
詩
有
云
、

「

詩

無
定
法

意
所

屬
、

不

要
疏
宕

要

精

熟
。

不
古
不

今
成
一

家
、

枯
淡
爲

骨
菁
華
肉

。

」

可
得
其
大
概
矣

。

東
國

人

詩

集
、

毎
集
必

有
數

序
。

此

集
止

於
卷
首

、

自

書
「

千
古
寸

心
」

四

字
、

不

乞
人

｝

序、

頗

有
名

貴
之

氣
。

（

枕
山

は

詩

學
に

於
い

て

頗
る

香
山

一

派

に

近

し
。

其
の

詩

を

論
じ

て

云
ふ

有
り
、

［

詩
に

定
法

無

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
も

と

く
意
の

屬
す

る

所

な

り
、

疏

宕
を

要
め

ず
精

熟
を

要

む
。

古

な
ら

ず

今
な

ら

ず

し

て
一

家
を

成
し

、

枯
淡

は

骨
と

爲
り

菁

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

べ

華
は

肉
た

り
」

と
。

其
の

大
概
を

得
可
し

。

東
國
人
の

詩
集

、

　
こ

と

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

た

集
毎

に

必
ず

數

序
有
り

。

此
の

集

止

だ

卷
首

に

於

い

て
、

自
ら
「

千
古
寸
心
」

の

四

字
を

書
し

、

人
に
一

序
も

乞
は

ず
、

頗
る

名
貴
の

氣
有
り

。

）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
ハ
　
　

と

枕

山
を

評
価
し

て

い

る
。

　
「

千
古
寸

心
」

は
、

杜
甫
「

偶

題
」

（

『

全

唐
詩
』

巻
二

三

〇
）

の

「

文

章
千

古
事、

得

失
寸

心

知
。

」

（

文

章

千

古
の

事
、

得
失

寸
心

知

る
の

み
）

に

よ

り
、

文

章
は

永
遠

不
朽
の

事

業
で

あ

る

が
、

そ
の

佳
否

得
失
に

至
っ

て

は
た

だ

作
者

自
身
の

方
寸
の

心
が

知

る

だ

け
だ
、

と

い

う
意

味
で

あ
る

。

こ

の

四

文

字
は

枕

山
の

詩
風
を
大
い

に

反
映

し

て
い

る
。

（

二
）

兪
櫞
の

修
改

（

1
）

字
数
上
の

修
改

・

第
36
首
「

昆
溪
詩
鈔

題

言
」

對
客
揮
毫
詩

力
遒

・

第
36
首

「

昆
溪
詩

鈔
題
言
」

筆
底

光
餤
凌
萬
古

・

第
36

首
「

昆

溪
詩

鈔
題
言
」

態
傲
世
古
之

奇
士

・
×

↑

君

不

見

風

流
之

秦
少

游
、

…
×

↑
又

不

見
豪
放
之

郭
功

甫
、

・
×

↑
吾
莫
逆
友
口

子

肇
氏

、

狂

　
第
36

ぎ
、

君

不

見
風

流
秦
少

游
、

對
客
揮
毫
詩
力

遒
。

L

（

君
見

ず
や

風

流
た

る

秦

少
游

、

客
に

對
し

毫

を

揮
ひ

て

詩
力

遒
な

る

を
）

と

「

又

不
見

豪
放

郭
功
甫
、

筆
底

光
餤

凌
萬
古

。

」

（

又

見
ず

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

し
の

や・
豪
放
た

る

郭
功

甫
、

筆
底

の

光
餤

萬
古
を

凌

ぐ

を
）

の

上

句

は
、

原
詩
で

は

そ

れ

ぞ

れ
［

君
不

見

風

流
之

秦
少

游
」

、

「

又

不
見

豪
放
之

郭
功
甫
一

に

作
る

。

こ

の

詩

は
、

殆
ど
七

言
の

句
な
の

で
、

兪
極
は

助
字
「

之
」

を
消
し
、

「

君」

と

「

又
一

の

下

を
七

字
に

揃

え

る

よ

う
に

し

て

い

る
。

同

詩
の

「

吾

莫

逆
友
子

肇
氏

、

狂

態
傲

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
お

こ

世

古
奇
士

。

一

（

吾

莫
逆
の

友

子

肇
氏

、

狂

態

世
に

傲

る

古
奇

士
）

の

二

句
も、

原
詩

で

は、

「

吾

莫
逆
友
日

子

肇
氏

、

狂

態

傲
世

古
之

奇
士
」

に

作
る

。

兪
極
は

上

下
の

「

日
」

と

，

之
」

の
一

字

ず
つ

を

消
す
こ

と
に

よ
っ

て
、

七

言

に

揃
え

て

い

る
。

（

2
）

表

現
上
の

修
改

（

A
）

常
套
表

現
へ

の

修
改

一 70

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

・

第
10
首
「

鴻
臺
歌
」

…

相

州
更
有

箱
根
險

、

五

世

鴻
基
一

旦

亡

↑

朝

・

第
31
首
「

中
秋
同

懐
之

及

田

村
考
叔

植
村
子

順

東

橋
買

船

到
棹

月

樓、

是
夜
月

色

奇
明
、

夜
半
又

登

某
樓

、

分
韻
賦
此
」

…

十

年
幾
度
逢
明
月
、

一

夜
同
遊
盡
可

人
↑
伴

　

第
10
首

「

相

州
更

有
箱
根
險
、

五

世
鴻

基
一

旦
亡

。

」

（

相

州

更
に

箱
根
の

險
有
り

、

五

世
の

鴻
基

一

旦

に

し

て
亡

ぶ
）

の

下

句

の

「

旦
」

は
、

原
詩
で

は

「

朝
」

に

作
る

。

二

朝
」

も

二

旦
」

も
僅
か

の

間
の

意
味
が
あ
る
が

、

『

史
記
』

巻
四

十

「

楚
世

家
」

に

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

そ
む

「

楚

倍
秦

。

秦
且

率

諸
侯

伐
楚

、

爭
一

旦

之

命
。

」

（

楚

秦
に

倍

　
　
　

ま

さ

く
。

秦

且

に

諸
侯

を

率
ゐ

て

楚
を

伐
ち
、

一

旦

の

命
を

爭
は

ん

と

す
。

）

と
あ
る

よ

う
に、

生

死

を
論
じ

る

時
は

、

一

旦
之

命
」

の

表

現
が
一

般

的
で

あ

る
。

原
詩
の

二

朝
亡

」

の

表
現
は

、

唐
宋

詩
に
は

未
見
で

あ
る

。

し

か

し
、

明
代
に

は
、

例

え

ば
、

明
・

彭

年
「

庚
申
秋
書
事
」

（

『

明

詩
綜
』

巻
五

十
五
）

の

「

内

廐

傳
焚
廿

四

坊
、

錦

雲
花

隊
→

朝
亡

。

」

（

内

廐

傳
へ

焚

く
廿

四
の

坊
、

錦

雲
花

隊
一

朝
に

し

て

亡

ぶ
）

の

よ

う
に

、

「

…

朝
亡
」

の

表
現
が

使
わ

れ

て

い

る
。

　

第
31
首

「

十
年

幾
度
逢

明
月
、

一

夜
同
遊
盡
可

人
。

」

（

十
年

幾

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ご

と

ご

と

度
か

明
月
に

逢
ふ

、

一

夜
同

遊

　
盡

く

可
人

な

り
）

の

下

句
の

「

盡
」

は
、

原
詩

で

は
「

伴
」

に

作
る

。

こ

の

詩
は

、

中
秋
の

夜
、

詩

人
が

友
人

と

月

を

愛
で

た

時
に

作
っ

た

作
品
で

あ
る

、

例

え

ば
、

宋
・

晁

補
之

「

廷
賢

求
賦

先
春
亭
一

（

『

全
宋
詩
』

巻
一

＝
二

四
）

の

「

築
圃

名
亭
盡

可

人
、

東

皋
百

卉
故
先

春
。

」

（

築

圃
名
亭

盡

く
可

人

な
り

、

東
皋
百

卉

故
に

春

に

先
ん

ず
）

、

宋
・

朱
翌

「

冬

至
後
三

日

與
羅
楚
入

倅
廳
兩
松
下

梅
花
盛

開
取

酒
酌
石

臺
上

思
得

名
手
作
松

梅
鬪
」

其
｛

（

『

全
宋
詩
』

巻
一

八

六

四
）

の

「

乘

閑
到

此

能
終
日

、

與
我

來
遊
盡

可

人
。

」

（

閑
に

乘
じ

此

に

到
り
て

能
く

口

を

終
ふ

、

我
と

與
に

來
た

り

遊
ぶ
は

盡

く
可
人

な
り
）

の

よ

う

に
、

目
の

前
の

景
色
を

愛
で

る

時
、

「

盡
可

人
一

の

表
現
が

よ

く

用

い

ら
れ
て

い

る
。

（

B
）

厳
格
な

対

句
へ

の

修
改

・

第
35

首
【

戲

作
勸
行
樂
歌
L

攻

其
身
↑
眉

…

人

謂
色
斧
伐
其
性
、

人
謂

酒
兵

　

第
35

首
「

戲

作
勸
行
樂
歌
」

詩
の

冒
頭
に

、

「

人

謂

色
斧
伐
其
性、

人
謂
酒
兵
攻
其
身

。

」

（

人

謂
ふ

色

斧

其
の

性
を

伐
つ

と
、

人
謂

ふ

酒

兵

其
の

身
を
攻
む

と
）

と

あ

り
、

上

句
の

「

色
」

は
、

原

詩

で

は

「

眉
一

に

作
る

。

原
詩
の

二

句
は
、

『

呂
氏

春
秋
』

孟

春
紀

「

本
生
」

に

「

肥

肉
厚

酒
、

務
以

自

彊
。

命
之

回

爛

腸
之

食
。

靡

曼
皓
齒

、

鄭
衞
之

音、

務
以

自
樂

、

命
之

日

伐
性
之

斧
。

」

（

肥

肉

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
な
つ

厚
酒
、

務
め

て

以
て

自
ら
強
ふ

。

之

を
命

け
て

爛
腸
の

食
と

日
ふ
．、

靡
曼
皓

齒
、

鄭
衞
の

音、

務
め

て

以

て

自
ら
樂
し

む
。

之

を

命
け

て

伐
性
の

斧
と

日

ふ
）

を
踏
ま

え

た

と

思
わ
れ

る、、

こ
っ

て

り

と

し

た

肉
と
た

ら

ふ

く
の

酒
を

喰
ら
い

、

ひ

た
す
ら

自

分
で

自
分
の

胃
腸

に

負
担
を

か

け

る
。

そ

れ

を
一

爛
腸
の

食
」

（

腸
を

爛
れ

さ
せ

る

食
事
）

と
い

う
。

美
人
の

玉

の

よ

う
な
肌
と

艶
か

な

白
い

歯
、
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鄭
衛
の

よ

う
な

淫
ら
な
音
楽

、

こ

れ

で

ひ
た

す
ら

佚
楽
に
ふ

け

る
。

こ

れ

を
「

伐
性
の

斧
」

（

天

性
を

切
り

取
る

斧
）

と
い

う
。

「

眉

斧
」

は
、

宋
詩
以

前
は

未
見
で

、

蘇
軾
の

「

次
韵
錢
穆
父

王

仲
至

同
賞

田

曹
梅
花
」

（

『

全
宋
詩
』

巻
八
一

九
）

の

「

鬢
霜
未
易
掃

、

眉
斧

真

自

伐
。

惟

當
此

花
前
、

醉
臥
黄

昏
月

。

」

（

鬢
霜

未
だ

掃
ひ

易

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
き

か

ら

ず
、

眉
斧

真
に

自
ら
伐
る

。

惟
だ

當
に

此
の

花
の

前、

醉
臥

す
べ

し

黄
昏
の

月
に
）

に

初
見

す
る

。

兪
櫪
は

、

「

酒
」

と
の

厳

密
な

対
に

す
る
た

め

に
、

「

色
」

に

改

め
た

と

思

わ
れ

る
。

（

3
）

削
除

第
22
首

「

送
彦
之
」

の

原

詩
は

、

次

の

通

り

で

あ
る

。

1
吾

徒
詩
社
不
乏
人

2
高
材
逸
足
皆
絶
倫

3
少

年
意

氣
賈

餘
勇

4
筆
陳
何
啻
掃
千
軍

5
惜
哉
未
能
脱
俗
好

6
正

門
大

路
得
者
少

7
銅
椀
龍
吟
人
人
同

8
認
僞
爲
真
拙
爲
巧

9
不

知
平
淡
風
味
存

−o
勉

響
吾

徒
詩
社

人
乏

し

か

ら

ず

高
材
逸
足

皆
絶
倫
た

り

　
　

　
　
　

　
　
ヤ
つ

少

年

意
氣

餘
勇
を
賈
り

筆
陳

何
ぞ

啻
だ
に

千
軍
を

掃

ふ
の

み

な

ら
ん
や

惜
し

い

か

な

未
だ

俗

好
を

脱
す
る

能

は

ず

正

門
大
路

得
し

者
少
く

銅
椀
龍
吟

人
人

同
じ

く
し

僞
を
認
め

真
と

爲
し

拙
を

巧
と

爲
す

知

ら
ず

平
淡
に

風

味

存
す
る

を

勉
め

て
其
の

字
を
僻
に

し

て

其
の

言

11
唐
宋
大

家
置
不

問

12
彼
明
此
清
妄
自
尊

13

議
論
雖
大
識
見
隘

14

井
蛙
遼
豕
紛
成
置

15

枦
況

腐

質
絃
成
新

16

篇
篇
虚
飾
非

實
際

17
詩

道
似
盛
日

以

衰

1918
豈 正

無 始
二 之一

　　立
＿ 　　口

非 有
常 誰
士 知

20
支
顛
扶

倒
在
此
時

21
鈴
氏

之

子

今
才
雋

22
騒
壇
卓
幟
天

所
命

23
古
人
贈
別
必

以

言

24
我
有
數
言
子

且

聽

25
詩
無
定

法
意
所
屬

26
不

要

疎
宕
要

精
熟

27
不

古
不
今
成
一

家

28
枯
淡

爲
骨
菁
華
肉

29
俯
仰
天

地
皆
新
句

を
異
に

す

唐
宋
の

大

家
は

置
き

て

問
は

ず

彼
の

明

此
の

清
を

妄
り

に

自
か

ら
尊

ぶ　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

せ
ま

議
論
は
大

な
り
と

雖
も
識

見

は

隘
く

井
蛙

遼
豕

紛
と
し

て

隊
を

成
す

　
　
　
　

　
　
　
ほ

こ

何

ぞ

況
ん

や

腐
質

絃

り

て

新
を
成

す
を

や

篇
篇

虚

飾

實
際

に

非
ず

詩
道

盛
ん

な

る

に

似
た

れ

ど

も
日
び

に

以
て

衰
ふ

正

始
の

音

誰
か

知

る
こ

と

有
ら

ん

豈
に

無
け

ん

や

二

三

の

常
に

非
ざ
る

の

士
顛
を

支
へ

倒

を

扶

く

る
は

此
の

時
に

在

り　
　
　
　

　
　
　
す
ぐ

鈴
氏
の

子

今

才

雋
れ

騷
壇
卓
幟

天
の

命
ず
る

所

な
り

古
人

贈
別

に

必
ず

言
を

以
て

す

　
　
　
　

　
　
　
し
ば

ち

我

數
言

有
り

子

且

く

聽
け

詩
に

定
法

無

く
意
の

屬
す
る

所
な
り

　
　
　
も

と

疎
宕
を

要
め

ず
精
熟

を

要

む

古
な
ら
ず

今
な

ら

ず
し

て
一

家
を

成
し

枯
淡
は
骨
と

爲
り

菁
華
は

肉
た

り

天

地
を
俯

仰

し

皆
新
句
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30

森
羅

萬
象
供
才
具

31

行
雲
流
水
無

粘
筆

32
生

意
活

撥
得
真
趣

33
我
告

吾
子

蓋
止

茲

34
子
歸
努
力

有
餘
師

森
羅
萬
象

才
具
に

供
ふ

行
雲
流
水

粘
筆
無
く

生

意
活
撥

真
趣

を

得
た

り

我

吾
子
に

告
ぐ

る

は
蓋
し

茲
に

止

め

子

歸

り

て

努
力
せ

ば
餘
師

有
ら
ん

「

彦

山
」

は

「

星

巌
門
下
の

三

高
足
」

の
一

人
、

鈴
木

松

塘
の

こ

と

で

あ

る
。

こ

の

詩
は
、

当
時
の

玉

池
吟
社
の

詩
風

に
つ

い

て

詠

っ

た

も
の

で
、

第
25
〜
28

句
は
、

兪
極
の

評

価
に

も

取
り

挙

げ
ら

れ

て
い

た
。

第
1
〜

6
句

は
、

吟
桂
に

は

人
材
は

少
な

く
な
い

が
、

本

当
の

詩
道

を

得
て

、

俗
っ

ぽ

さ
か

ら
脱
出
し

て

い

る

人
は

稀
で

あ

る

と
い

う
。

　

次
の

第
7
・

8
句
の

「

銅
椀
龍
吟
人
人
同

、

認
僞
爲
真
拙
爲
巧
」

二

句
は
、

皎
然

「

戛

銅
碗
爲

龍
吟
歌
」

（
『

全

唐
詩
』

巻
八
一

二
）

を

踏
ま

え

て

い

る
。

皎

然
詩
の

序
文
に
、

　

唐

故
太

尉
房
公

珀
、

早

歳
嘗
隱
終

南
山
峻
壁

之

ド
、

往
往

聞
龍

吟
。

聲
清
而

靜、

滌
人
邪

想
。

時

有

好
事
僭
潛

戛
之

。

以
三

金

寫
之
、

唯

銅
聲
酷

似
。

他
日

房
公

偶
至

山
寺
、

聞

林

嶺
間

有
此

聲
、

乃

口
、

『

龍
吟

復
遷
於
茲
矣

。

』

曾
因

出

其
器

以

告
。

公

命

戛
之

。

驚
目
、

『

眞
龍
吟
也
』

。

大

暦
十
三

祀
、

秦
檜
傳
至

桐
江

。

予

使
童

見
戛
金
倣
之

、

亦
不
減

秦
聲
也

。

（

唐

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
よ

の

故
太
尉

房
公

珀
、

早
歳
　
嘗
て

終
南
山
峻
壁
の

下
に

隱
り、

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
は
ら

往
往

龍
吟
を
聞
く

。

聲

清
く
し

て

靜
な

り
、

人
の

邪

想
を

滌

ふ
。

時
に

好
事
の

僣

有
り

て

潛
か

に

之

を

戛
た

ん

と

す
、

三

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
は

な
は

金
を

以

て

之

を

寫
す
に

、

唯
だ
銅

聲

酷

だ

似
た

り
。

他
日

　

　
　
た
ま

房
公

偶

た
ま

山

寺
に

至

り
、

林
嶺
の

間
に

此
の

聲
有
る

を

聞

き
、

乃
ち
目

く
、

「

龍
吟

復
た

茲

に

遷

れ

り
」

と
。

僭

因

っ

て

其
の

器
を

出
だ

し

て

以

て

告
ぐ

。

公

命
じ

て

之

を

戛
た

し

む
。

驚
き
て

曰

く
、

「

眞
に

龍
吟
な
り

」

と
。

大

暦
十
三

祀
、

秦

の

僭

傳
ひ

て

桐
江

に

至

る
。

予

童

兒
を

し

て

金
を

戛
ち

て

之

を

倣
は

し
め
、

亦
た

秦
聲
に

減
ぜ

ざ

る
な

り
。

）

と

あ

る
。

玄
宗
の

名

臣

房

珀
は

、

若
い

時

終
南
山

に

隠
遁
し

た

時
、

よ

く

龍
の

鳴
き

声

を

聞
い

て
い

た
。

物
好
き
な
僧
侶
が
い

て
、

龍

の

鳴
き

声
を

真
似
た

音
を

出

そ

う
と

し

た
。

三

種
類
の

金

属
を
試

し

た

が
、

銅
だ

け
が

よ

く

似
て

い

る
。

あ
る

日
、

房
珀
が

た

ま

た

ま
こ

の

寺
に

来
た

時
、

林
の

奥
か

ら

音
が

聞
こ

え
た

。

「

龍
の

鳴
き

声
が

こ

こ

に

遷
っ

て

き

た
一

の

か

と
思
う
と
、

そ
の

僧
侶
が

銅
椀

を

出
し

て

事
情
を

話
し

た
。

そ
の

軋
る

音
を
聞
く

と
、

龍
の

鳴
き

声
そ
の

ま

ま

だ
、

と

驚
い

た
。

大
暦
十
三

年、

長
安
の

僧
侶
が

桐

江
に

来
て
、

そ

の

方
法
を

伝

え
た

。

皎
然
は

子

供

に

軋
ら
せ

方
を

学
ば
せ

、

長

安
の

僧

侶
に

比
べ

て

も
劣
ら

な

か
っ

た

と

い

う
。

そ

し

て
、

詩
に
「

逸
憎

戛
碗
爲

龍
吟

、

世
上

未
曾

聞

此

音
。

　｝

從
太

尉
房
公

賞、

遂
使
秦
人

傳
至

今
。

初
戛
徐
徐
聲
漸
顯

、

樂
音

不
管

何
人

辨
。

」

（

逸
僣

碗
を

戛
ち
て

龍

吟
を
爲
し
、

世

上

未
だ

曾
て

此
の

音
を

聞

か

ず
。

一

た

び

太
尉

房
公
の

賞
せ

し

よ

り
、

遂
に

秦

人

を

し

て

傳
へ

て

今
に

至

ら

し

む
。

初
め

戛
つ

に

徐
徐
と

し

て

聲

や
つ

や
漸

く
顯
な

り
、

樂
音

管
せ

ず
何
人

か

辨
ぜ

ん
）

と

あ

り
、

龍
の

本
当
の

鳴
き

声
を

聞
い

た

こ

と
が

な
い

か

ら
、

銅
の

軋
る

音
と

龍
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の

鳴
き
声
は

区
別
で

き

な
く

な
っ

て

し

ま

う
、

と
い

う
。

後
、

李

賀
も

「

假
龍

吟
歌

」

（

『

全

唐
詩
』

巻
三

九

四
）

の

詩
を

作
っ

て
、

偽
物

の

銅
の

音
を
聞
い

て

喜
ん

で

い

る

こ

と

を

詠
み

、

不
正

な
風

潮
を

批
判
し

て

い

る
。

枕
山
は
、

以
上

の

故
事
を
用
い

て
、

当
時

日

本
に

お

け

る
、

漢
詩

の

真

諦
を
得
ず

、

中

国
の

詩

を

真
似
す
る

ば
か

り
の

現
状
に

喩

え
て
い

る
。

　
し

か

し
、

第
9
・

10
句
の

「

不

知
平
淡
風

味

存、

勉
僻
其
字

異

其

言
。

」

は
、

上

文
の

漢
詩
の

模
倣

風

潮
と

直
接
な
繋
が

り
が

な
い

。

だ

か

ら
、

兪
褪
は
そ

れ

を

削
除
し

て
い

る
。

　

次
の

第
11
〜
16

句
の

「

唐
宋
大
家
置
不

問
、

彼

明

此
清
妄
自
尊

。

議
論
雖
大

識
見

隘
、

井
蛙

遼
豕

紛
成
隊．、

何

況
腐
質
絃

成
新
、

篇

篇
虚

飾
非

實
際

。

」

で

は
、

「

唐
宋
の

大

家
」

を

肯
定
し

、

明

清
の

詩
を

尊
ぶ

こ

と

を
批

判
し

て

い

る
。

兪
極
は

清
の

人
の

な

の

で
、

こ

れ

ら
の

句
に

不
快
を

感
じ
、

削
除
し

た

の

で

あ

ろ

う
。

　

第
39
首
「

中

秋

同
毅
堂
・

香
巖
・

樂
山
泛
舟
墨
水
、

訪
百

花
園、

薄

暮
抵
棹
月

樓
。

此
夕
月

色
清
佳
、

分
袁
・

倉
・

山
・

四
・

海
・

共
・

傳
・

斯
・

夕
・

好
爲

韻
、

得
四

字
」

の

原

詩
は
、

次
の

通
り

で

あ
る

。

1
庚
樓

哀
渚
呼
邀
矣

2
中
秋
之

遊

孰
堪
記

3
獨
數
明
皇
月
宮
遊

4
霓
裳
羽

衣
擅

奇
事

5
繼
之
白
傅
洞

庭
遊

　
　

　
　
あ
あ
は

る

庚
樓

袁
渚

吁
邀

か

な
り

中
秋
の

遊

孰
か

記
す

に

堪
ふ

る

獨
り

數
ふ

明
皇

月

宮
の

遊

　
　

　
　
　

　
　
ほ

し
い

ま
ま

霓
裳
羽

衣

奇
事
を

擅
　
に

す

之

を

白
傅
に

繼

ぐ

洞

庭
の

遊

6

皓
月
澄

波
占

勝
地

7

豪
華
天

子

聞
詩

客

8
其
人

風

流
同
一

致

9
我
憾
古
賢
尚

有
缺

10

俊
遊
如
此
但
一

次

11

曷
若
我
遊
無
虚
炭

12
月

樓
巳

博
十

回

醉

13

今
茲
中
秋
暑
未
銷

14

白
紵
衣
霑
汗
珠
膩

15
泉
水
橋
畔
蹴
畫
船

16
一

船
睦

友
如
昆
季

17
船
頭
載
酒
船
尾
絃

18
一

彈
一

酌
各
適
意

19
溯
流
而

東
岸
之

隅

20
花
園
去

見
秋

色
媚

21
紅
衣
翩
翩
萼
飄

香

22
紫
綬
若
若
花

弄

穗

23
彷

徨
不

覺
曜
靈
匿

24
堤
松

陣
陣
遞
涼
吹

25
卻

回

呼
船
截
江
水

26
指
點

柳
樓
翠
簾
翠

27
我
視
水
西
家
家
樓

皓
月
澄
波

勝
地

を
占
む

豪

華
天

子

聞
詩
客

　
　

　
　
　
　
と

も

其
の

人
の

風

流

同

に
一

致
す

　
う

ら

我

憾
む

古
賢

尚
ほ

缺
有
る

を

俊

遊

此

く
の

如
く

但
だ
一

次
な
る

を

　
　
し

曷
ぞ
若
か

ん

我
が

遊

虚
巌

無
き
に

月

樓

巳
に

博
く
十

回

醉
ふ

　
　

　
　
　
　

　
　
　
き

今
茲

中
秋

暑
未

だ
に

銷
え

ず

　
　

　
う
る

ほ

　

　

　

　
　

　

な
め

ら

白
紵

衣

霑

ひ

て

汗
珠

膩

か

な
り

　
　

　
　
　
　

　
や
と

泉
水
橋
畔

畫
船
を

俶
ひ

一

船
睦
友

昆
季
の

如
し

船
頭
に

酒
を

載
せ

船
尾

に

絃
し

一

彈
一

酌

各
お
の

意
に

適
ふ

溯
流
す

東
岸
の

隅

　
　

ゆ

花
園

去

き

て

見
る

秋
色
の

媚
ぶ

る

を　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

ひ
る

が
へ

紅

衣
は
翩

翩

と

し

て

萼
は

香
を

飄

し紫
綬
は

若
若

と

し

て

花
は

穗
を

弄

ぶ

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
ヰ
ふ

く

彷
徨
し
て

覺
え

ず

曜
靈
の

匿
る

る

を　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
つ

た

堤

松
は

陣
陣
と

し

て

涼

吹
を

遞
ふ

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
き

卻

回

し
て

船
を

呼

び

江

水
を

截
り

指
點
す

柳
樓

翠
簾
の

翠
な

る

を

我

視
る

水

西

家
家
の

樓
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28
甲
子
太
七

拔
其

萃

29
調

饌
雖
精

境
雖
幽

30

受
月

之

方

非
正

位

31
此
樓
當

面
桂
輪
昇

32

所

以
諸
子

不
角
掎

33

況
乃

盤

餌
競
時
新

34

羹

膾
之

材
殊
珍
備

35
急

舉
一

杯
屬
諸
客

36

百

年
勝
遊
天

所
賜

37

縦
令
吟
朋

少

幾
人

38
遊
盟
豈
可

中
道

棄

39

ー
40

絛
然
不

做
人
間
思

41

明
年
難
期
好
瑚
月

42
敢
承

歌
舞

終
宵
戲

43

有
唐

以
來
且

千
年

44
人

生

飄
忽

真
如
寄

45
王

侯
螻
皚

共
一

邱

46

買
歡
莫
読
錢
財
匱

47

剩
有
紅
粧
苦
留
客

48

樽
前
瀲
漉
清
酷
皴

甲
子

太
七

其
の

萃
を
拔
く

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

ふ
か

調
饌
は
精
な

り

と

雖
も
境
は

幽

し

と

雖
も

月
を
受
く
る
の

方
は
正

位
に

非
ず

此
の

褸

當

面
に

桂
輪

昇

り

ゆ
　
ゑ

所
以
に

諸
子

は

角
掎
な
ら

ず

況

ん
や
乃

ち
盤

釘

時
を

競
ひ
て

新
に

し

て

羹
膾
の

材

殊
に

珍
を

備
ふ

る
を

や

急
に
一

杯
を

舉
げ
諸

客
に

屬
し

百
年
勝
遊

天
の

賜
ふ

所

た

と

ひ

縦
令
吟
朋

に

幾
人

少

な
き

も

遊
盟

豈
に

中
道
に

棄
つ

可

け
ん

や

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
と
ど

夜
深
く
し

て

江

月

樓
心

に

逗

ま

り

　
　

　
　
　
お
こ

備
然
と
し

て

做

さ
ず

人
間
の

思
ひ

明

年

期
し

難
し

好
瑚
月

敢
へ

て

歌
舞
を

辭
し

て
終

宵
戲
る

　
　

　
　

ま
さ

有
唐
以
來

且

に

千
年
な

ら

ん

と

す

る
に

人

生
飄
忽
と

し

て

真
に

寄
る

が

如
し

王

侯
螻
皚

共
に
一

邱

　
　

　
　
　
　

　
　
と

ば

歡
を
買
ふ

に

錢
財
の

匱
し

き

を

読
く

こ

と
莫
れ

あ
ま

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

し
き

り

剩
り

有
る

紅
粧

苦

に

客
を

留
め

　
　

　
　
　
　

　
　
　
お

ほ

樽
前

瀲
灑
と

し

て

清
酣

皴
し

49
我
曹
更

恃
玲

瓏
筆

50

水
調

妙
詞
可

幸
冀

51
玉

京
桂
殿
神

欲
往

52
比

古
人
遊
無

羞

愧

53
美
景
良
辰
仍
賞
樂

54
此
遊
一

併
能
得
四

　
　

　
　
　
た

の

我
が

曹

更
に

恃
む

玲
瓏
の

筆

　
　

　
　
　

　
　
へ

水
調
妙
詞

幸
冀
す

可
し

　
　

　
　
た

ま
し
し

玉

京
桂
殿

　
神

往
か
ん

と

欲

し

　
　

　
　

く

ら

古
人
の

遊
と

比

ぶ

る

も

羞
愧
無
し

　
　

　
　

な

美
景
良
辰

仍
ほ

賞
樂
し

此
の

遊

一

併
し
て

能
く
四

を

得
た

り

中
秋
の

日
、

鷲

津
毅
堂
（

一

八

二

五

〜
一

八

八
二

・

従
兄

弟

鷲
津

益
斎
の

子
）

、

神
田

香

巌
（

一

八

五

四

〜
一

九
一

八
・

孫
は

神
田

喜

一

郎
）

、

秋
月
樂
山

（
一

八
三

四
〜
一

九

〇

四
）

と
一

緒
に

隅
田
川

で

船

に

乗
り
、

そ
の

後
ま
た

行

楽
の

場
と

し

て

名

高
い

百

花

園
を

訪
ね

て
、

夕
方
に

棹
月

樓
で

明
月
を

愛
で

な

が

ら

詩
を

詠
っ

た
こ

と

を

描
い

て
い

る
。

冒

頭
の

第
1
〜

12
句
に
、

古

の

人
々

の

中
秋

賞
月

は

素
晴
ら

し

か
っ

た

が
、

回

数
が

少

な
い

こ

と

は

残

念
だ

と

詠
う

。

そ

れ

と

比
べ

て
、

今
の

私
は

毎
年
棹
月

樓

で

賞
月

し
、

既

に

十

年
間
く

ら

い

続
い

て

い

る
。

第
13
〜
18

句
は

、

隅

田

川
の

船

上

で

酒
を
飲
み

な
が

ら

音

楽
を

楽
し

み
、

第
19
〜

22
句
は
、

百

花

園
の

花
を

描
き

、

第
23
〜
34

句
は
、

い

つ

の

間
に

か

日

が

暮
れ

て
、

棹
月

樓
に

向

か
っ

て

移

動
す

る

こ

と

を

詠
う

。

西

岸
の

料
亭
は
い

い

場

所
を

占
め

て

い

て
、

料
理

も
い

い

が
、

月
見

に

は

角
度
が

よ

く

な

い
。

そ

れ

に

比
べ

て

棹
月

楼
は

、

真
っ

正

面
か

ら
月

を

愛
で

る

こ

と

が

で

き
、

会
席
に

は

珍
し
い

ご

馳
走

が

ど

ん

ど

ん

出
て

く

る

と
い

う
。

　

第
35
句
か

ら

が
、

抒

情
部
分
で

あ
る

。

詩

人
は

盃

を

挙
げ
て

客

に

勧
め

る
。

こ

ん

な
宴

会
は

天
の

賜
り

物
な
の

で
、

人

数
が

減
っ
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て

い

っ

て

も
、

途
中
で

解
散
す
る

こ

と

は

な
い

と
い

う
。

第
39
〜

42

句
は

、

「

人

間
思
」

や

「

敢

辭
歌

舞
」

な
ど
の

表
現
が

晦
渋
で

、

分
か

り

難
く

、

第
39
・

40

句
は

抒

情
か

ら

ま

た

叙
景
に
戻
り

、

文

脈
上

の

繋
が

り

が

悪

い
。

ま

た

第
41
・

42
句
は

、

前
の

第
11
・

12

句
の

内
容
と

矛

盾
し

て
い

る
。

だ

か

ら
、

兪
極
は

こ

の

四

句
を
削

除
し

て

い

る
。

　

第
43

〜
49
句
は

、

人
生
の

無

常
さ
を

嘆
い

て

い

る
。

第
47
・

48

句
の

「

剩
有
紅
粧
苦
留
客

、

樽
前

瀲
灘

清
酷
皴

。

」

は
、

目
の

前
に

一

生

懸
命
に

客
を

引
き
止

め

て

い

る
妓
女
と
、

盃

に

溢
れ
て

い

る

酒
が
あ

る

と
い

う
意

味
で

あ
る

。

兪
極
は

妓
女

に

関
す
る

表
現
を

好
ま

な

い

の

で
、

こ

の

二

句
を
削
除
し

た

と

思
わ

れ

る
。

終
わ
り
に

　

大

窪
詩
仏
の

詩

に

お
い

て

は
、

不
適
切

な

表

現
に

対
す
る

訂
正

が

多
く
見
ら

れ

る
。

例
え

ば
、

「

秋
逢
」

は

「

秋
に

逢
う

一

と
い

う

日

本

語
の

語

順
そ
の

ま

ま

だ
っ

た

り、

松
を

形
容
す
る

時

「

緑
」

と

い

う
日

本
語
の

習
慣
に

従
っ

た

り

す
る

よ

う
に

、

詩

仏
が

漢
詩

を
作
る

時
、

日

本
語
に

影
響
さ
れ

て
い

た

こ

と

が

分
か
っ

た
。

そ

し

て
、

訓

読
で

混

同
し

や
す
い

「

看
」

と

「

見
」

、

「

此
」

と

「

之
」

の

誤
用
も

あ
る

。

　

大

沼
枕

山
の

詩
に

お
い

て

は
、

表
現
上

の

訂
正

は

少
な
い

が
、

削
除
の

部

分
が

比

較
的
多
い

。

そ

れ
は
、

枕

山
が

、

自

分
の

感
情

に

任
せ

、

思

う
が
ま

ま

に

詩

作
を
行
い

、

詩

の

流
れ
か

ら

逸
脱
し

て

し

ま

う
こ

と

が

屡
々

あ
る

か

ら

で

あ
ろ

う
。

だ

か

ら

兪
極
は

そ

れ

ら

を

削
除
し
た

と

思
わ

れ

る
。

　

引
き

続
き
、

『

東
瀛
詩

選
』

に

お

け
る
兪

極
の

修
改
を
検
討
し

、

そ

の

修
改
を

通
し

て

見
ら

れ

る

江
戸
漢
詩

人
の

特
徴
を

考
察
し

て

み

た
い

。

注

（
1
）
『

東
瀛
詩

選
』

に

お

け
る

詩
順
は
、

『

詩
聖
堂

集
』

（
『

詩

集
日

本

漢
詩
』

　

第
八

巻

富
士

川

英
郎
・

松
下

忠
・

佐
野
正

巳

編

汲
古

書
院

　一

九

八

　

五
）

と

『

枕
山

詩
鈔
』

（
『

詩
集
日
本
漢

詩
』

第
十
七

巻

富
士

川

英
郎
・

　

松

下
忠
・

佐

野
正

巳
編

汲
古
書

院
　一

九

人

九
）

と
一

致

す
る
の

で
、

　

兪
燧
が

そ
れ
を

底

本
に

し

て、

詩
を
採
録
し

た

と

言
え

る
。

（
2
）

『

東
瀛
詩
選
』

の

避

諱
に
よ

る

異
同

箇
所
は

以

下
の

通
り
で

あ

る。

　
・
（
詩

仏）

第
53
首
「

小
鳧

谷
讀
如

亭
山
人

題
壁
之

作
有

感
」

…

將
命

　

　

乞

花
奚
擇
地

、

賣
詩
求
食
毎

依
人

↑
寧

　
・
（
詩
仏
）

第
77
首
「
飲
藤
堂

琴
山
大
夫

邸
舍
」

…
老

夫
六

十
何
辭
醉、

　

　

欲
馨

年
來
晤

語

歡
↑
寧

　
・
（
詩

仏）

第
83
首
「

入

江

江
民
邀

予

與
宏
庵
溪

華
槐

庵
閑

齋
竹
潭
諸

　

　

君

同
泛
湖

賦
即
事
廿

六

韻
」

↑

弘

　
・
（
詩

仏）

第
83
首
「

入

江

江
民
邀

予

與
宏
庵
溪

華
槐

庵
閑

齋
竹
潭
諸

　

　

君
同

泛

湖

賦

帥
事
廿

六

韻
」

…

村
中
千

年

寺
、

寺
有

老
比

邱

↑
丘

　
・
（
詩

仏）

第
83
首
「

入

江

江
民
邀

予

與
宏
庵
溪
華
槐
庵
閑

齋
竹

潭
諸

　

　

君

同

泛

湖

賦

即
事
廿

六

韻
」

…

書
法

不

足

觀
、

年
月

奚
煩
捜
↑
寧

　
・
（
枕

山）

第
−

首

「

曉
發
箱

根
」

…

世

路
南

異
此

、

危

險
何

以
可

説

　

　

？

寧
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・
（
枕

山）

第
37
首
「

山
寺

觀
早

櫻
用
劒

南
梅
花
韻
」

…

香

幽

仍

怕
微

　
風
知
、

影
淡
富
嫌
初
月

覘
↑
寧

・
（
枕
山
）

第

39
首

「
中
秋
同
毅

堂

香
巖
樂
山

泛

舟
墨
水
訪

百

花
園
薄

暮

抵
棹

月

樓
此

夕
月

色
清
佳
分

袁
倉
山
四

海
共

傳
斯
夕

好
爲
韻
得
四

字
」

…
船

頭
載
酒
船
尾
絃

、

一

彈
一

酌
各
適
意
↑

絃

・
（
枕

山）

第
40
首
「

至

前
看
梅

花」

…

其

状
奇
巧

雖
窮

究、

人
造

安

得
天

造
壽
↑
寧

・
（
枕
山）

第
53
首
「
寄
題

小
松
元
鶴
東
涯

舎
」

↑
玄

・
（
枕
山
）

第
79
首
「

秋
感
三

首

用
呉
穀

人

韻」

其
二

…

哀
吟

只

擬

含

風

杵、

壯
志

難
期
破

浪
舟
↑

寧

　

　

「
寧
」

は

清
・

宣
宗
旻
寧
の

諱

な
の

で
、

兪
樋
は

そ
れ

を

避

け
る

た

　

　

め
、

「

富
」

（
枕
山
・

第
1
首
と

第
37
首
）

、

「

奚
」

（
詩

仏
・

第
53
首

　

　

と

第
83
首
）

、

「
何」
（
詩

仏
・

第
77
首
）
、
「
難
」
（
枕
山
・

第
79
首）
、

　

　

「
安
」

（
枕

山
・

第
40
首
）

の

よ

う
に
、

別
字
に

改
め

て

い

る
。

ま

　

　

た
、

「
丘
」

は

孔
丘

の

諱
、

「
玄
」

は

清
の

聖
祖

玄
樺
の

諱
、

「
弘
」

　

　

は

清
の

高
宗
弘
歴
の

諱
な
の

で
、
「
郵
」

（
詩

仏
・

第
83
首
）

、

「

絃
」

　

　

（
枕

山
・

第
39
首
）

、

「
元
」
（
枕
山
・

第
53
首）
、
「
宏」

（
詩

仏
・

第

　

　

83
首）

と

改
め
て

い

る。

（
3
）
『

東
瀛
詩
選
』

巻
十
九
に

採
録
さ

れ
た

大
窪
詩

仏
の

詩

は

次
の

通

り

　

で

あ

る
。

上
段

が
『

東
瀛
詩
選
』

の

採
録

順
、

（
）

内
が
『

詩
聖

堂
集
』

　

の

詩
に

巻
数
ご

と
の

配

列
順

を
付
し

た

も
の

で

あ
る

。

　
・

第
−

首
「

春
寒
」
（
初
編
巻
｝
）

　
・

第
2
首

「

似
白

根
天

祐
」

（
初

編
巻

こ

　
・

第
3
首
「

客
夜
」
（
初
編
巻
一
）

・

第
4
首
「
秋
海
棠
」

（

初
編
巻
二
〕

・

第
5

〜
6
首

「

柳
絮
」

其
一

〜
其
二

〔
初
編
巻
二
）

・

第
7
首
「
題
竹
石

道

人
畫

竹
一
（
初

編
巻
二
）

・

第
8
首
「
睡
郷
」
（
初
編
巻
三
）

・

第
9
首
「
出
郊
」
（
初
編
巻
三
）

・

第
10
首
「
閑
遊
」
（
初
編
巻
三
）

・

第
11
首
「
萩
花
」
（
初
編
巻
四
）

・

第
12
首
「
瀑
布
石
」

（

初
編
巻
四）

・

第
13
首
「
閑
遊
」
（
初
編
巻
五
）

・

第
14
首
「
漁

家」
（
初
編
巻
五
）

・

第
15
首
「
川
中

鳧
」

（

初
編
巻
六
）

・

第
16
首
「
漁
蓑
」
　（
初

編
巻
六
）

・

第
17
首
「
題
上

田

土

屋
生
二

松

軒
」
（
初
編
巻
七
）

・

第
18
首
「
送
森
忠

人
之

松
前
」
（
初
編
巻
八）

・

第
19
首
「
霜
」

（
初

編
巻
九
）

・

第
20
首
「
舟
居
」
（
初
編
巻
十）

・

第
21
〜
22
首
「

寄
題
丈

山
先
生

詩
仙
堂

先
生
歿

巳
百

五

十

年
矣」

　
一

〜
其
二

（
二

編
巻

こ

・

第
23
首
「
桃
園
圖
」

（

二

編
巻
一
）

・

第
24
首
「
春
草
」
（
二

編
巻

ご

・

第
25
首
「
楊
貴
妃
櫻
」

（
二

編

巻

ご

・

第
26
首
「
夏
晝
」
（
二

編

巻

こ

・

第
27
首
「
送
金

剛
王

院
」

（
二

編
巻
一
）

・

第
28
首
「
雲
」

（
二

編
巻

こ

・

第
29
首
「
宿
神

奈
川
」

（
二

編
巻

＝

其
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・

第
30
首
「
題
戸

川
君

別
業
」
（
二

編
巻
一
）

・

第
31
首
「
寄
題

三

原
妙
正

寺
次

韻
頼
杏
坪
」
（
二

編
巻
二
）

・

第
32

〜
34
首
「

山
中
襍
題
」

其
一

〜

其
三

（
二

編
巻
二
）

・

第
35
首
「
三

鳧」

（

二

編
巻
二
）

・

第
36
首
「
長
圓
寺
」

（
二

編
巻
二
）

・

第
37
首
「
盆

山
水
」

（
二

編
巻
二
）

・

第
38
首

「

蛩
雨
」

（

二

編
巻
二
）

・

第
39
首
「

白

藤
花
」
（
二

編

巻
二
）

・

第
40

〜
47
首
【

玉

池
精
舍
二

十

詠
」

・

第

48
首
「

對
山
獨

酌
」
（
二

編
巻
三
）

・

第
49
首
「

登
慈
雲
閣
」
（
二

編
巻
三
）

・

第
50
首

　
之
一

（
二

編
巻
四
）

・

第
51
〜
52
首

　
巻

四）

・

第
53
首

・

第
54
首
「

柏
原」
（
二

編
巻
五
）

・

第
55
首
「

荷
珠
」

（
二

編
巻
五
）

・

第
56
首
「

柳」
（
二

編
巻
五
）

・

第
57
首
「

獻
小

不
二

於
大
納
言
日

野
公

并
係
之

以
詩
」

・

第
58
首
「
鼓

子
花
」
（
二

編
巻
六
）

・

第
59
首
「
題

溪
山
仙

館
圖
」

（
二

編
巻
六
）

・

第
60
〜
63
首
「
烽
火
」

其
一

〜

其
四

（
二

編
巻
六
）

・

第
64
首
「
偶

成
」

〔
二

編
巻
七
）

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
（
詩
聖

堂
・

荷
花
世
界
・

痩
梅

菴
・

艇

樓
・

清
淺
池
・

納
涼
亭
・

緑
雨
亭
・

清
裳
歩）
（
二

編
巻
二
）

「

森
岡

鶴
立

齋
蘭
室
二

君
會

都
下
諸
名

勝
於

百
川

樓
賦
此

贈

　
　
「
弔
雲
泉
墓

墓
在
浮
法

寺
後

山」

其
一

〜

其
二

（

二

編

「
小
鳧

谷
讀
如
亭
山
人
題

壁
之

作
有

感
一

（
二

編
巻
五
）

（
二

編…
巻亠
ハ

）

　
・

第
65
首
「
冬

月
閑

行
」

〔
二

編
巻
九
）

　
・

第
66
首
「
雙
頭

牡
丹
分
韵」
〔
二

編
巻
九
）

　
・

第
67
首
「
謁
機
山
公

祠
」
（
二

編
巻
十
一
）

　
・

第
68

〜
69
首
「

東
方
東
城
翠
竹
亭

集
同
諸
子

分
韵
」

其
一

〜

其
二

（
二

　

　

編
巻
十
二
）

　
・

第
70
首
「
林
樫
宇

先
生
見
送

菊
花
一

瓶
云
所
自

培
養
賦
此

奉
謝
」
（
三

　

　

編
巻
一
）

　
・

第
71
首
「
冬
日

閑
居
」
（
三

編
巻
二
）

　
・

第
72

〜
75
首
「
哭
内
一

其
一

〜

其
四

（
三

編
巻
二
）

　
・

第
76
首
「
庚
寅
元
旦
」

（
三

編
巻
二
）

　
・

第
77
首
「
飲
藤
堂

琴

山
大

夫
邸

舎
」
（
三

編
巻
四
）

　
・

第
78
首
「
舟
居
一
（
三

編
巻
四
）

　
・

第
79
首
【

對
花

不
飲
」

（
三

編
巻
六）

　
・

第
80
首
「
秋
［

口

由［
齋
」

　（
三

編…
巻
六
）

　
・

第
81
首
「
乙

未
首

夏
二

日
竹

所
牧
野
君
白

花
庵

賞
花
時

君

在
崎

塞
席

　

　
上

有
詩

書
以

傳
遠
粲」
（一
二

編
巻
八
）

　
・

第
82
首
「

幽
事
」

〔
三

編
巻
八）

　
・

第
83
首
「
入

江

江
民
邀

予

與
宏

庵
溪

華
槐
庵
閑

齋
竹

潭
諸
君

同
泛

湖

　

　

賦
部
事
廿

六

韻
」

　（一
二

編
巻
八
）

　
・

第
84
首
「
題
大
石

良
雄
肖
像
」

（

三

編
巻

十）

　
・

第
85
首
「，
尚

齒
會
」
（
三

編
巻

十）

　
・

第
86
首
「
秋
殘
一
（
三

編
巻
十）

（
4
）
「
〔
A
）

不

適
切

な

表
現
の

訂
正
」

で

指
摘
し

た

よ

う
に
、
「

還

雑」

　
に

修

改
さ
れ
て

い

る
。

（
5
）
「
〔
B
）

厳
格
な
対

句
へ

の

修
改
一

で

指
摘
し

た

よ

う
に

、

「

又
」

に
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修
改

さ
れ
て

い

る。

（
6

）

『

東
瀛

詩
選
』

巻
三

十
一

に

採
録
さ

れ
た

大

沼

枕
山
詩

は

次
の

通
り

　
で

あ

る
。

上

段
が
『

東
瀛

詩
選
』

の

採
録
順

、

こ

内
が

『

枕
山

詩
鈔
』

　
の

詩

に

巻
数
ご
と
の

配

列
順

を
付
し

た

も
の

で

あ
る

。

　
・

第
1
首

「

曉
發

箱
根
一
（
初
編
巻
上
）

　
・

第
2
首
「

涼
宵
待

月
對

古
人
齋
席
上

分

韻」
（

初
編
巻
上）

　
・

第
3
首
［

平
久

里
一

（
初
編
巻
上）

　
・

第
4
首
「

野
鳧
」
（
初
編
巻
上）

　
・

第
5
首
「

晩
春
書
懐
」
（
初
編
巻
上
）

　
・

第
6
首

「

玉

井
冰

鑑

自

柏
崎
至

相

攜
飲
墨

川

酒

樓
」
（
初
編

巻
上
）

　
・

第
7
首
「

梅
雨

會
九

萬
宅

席
上

次
懐
之

韻
」

（
初
編
巻
上
）

　
・

第
8
首
「
曉
遊
小
西
湖
一
（
初
編
巻
上
）

　
・

第
9
首
「
筑
波
山
歌
」

（
初
編
巻
上
）

　
・

第
10
首
「
鴻
臺

歌
」

（

初

編
巻
上）

　
・

第
11
〜
12
首
「

歳
晩
雜
感
」

其
　

〜
其
二

（
初
編
巻
上
）

　
・

第
13
首

「

過

墨
水
某

廢
園
」
〔
初
編
巻
中）

　
・

第
14
首
「
歳
晩

書
感
」

（
初
編
巻

中）

　
・

第
15
首
「

三

月
十
九

日

拉
諸

子
遊

墨
水
作
長
句
」
（
初
編
巻
中）

　
・

第
16
〜
21
首
「

中
秋

同
横
山

懐
之

縣

晴
峰
中
莖
孔

通
遊
墨
水

賞
月
于

　
　

棹
月
樓

夜
半
蹴
舟
而
歸
一

其
一

〜
其
六

（
初
編
巻
中）

　
・

第
22
首
「
送

彦
之
」
（
初

編
巻
中
）

　
・

第
23
首
「

送

星

巖
梁
翁
西

歸
」
（

初

編
巻
中）

　
・

第
24
首
「
十
一

月
廿

六

日

夜
雪
河

野
子

貞

見
訪

追
次
坡
公

聚
星
堂

韻

　
　

倣
禁
體
格
」
（
初

編
巻
中
）

　
・

第
25
首
「
載
庵
即
事
」

（
初
編
巻
下
）

・

第
26
首
「

小

湖
看
荷
花
有

感
寄
懐

彦
之
」
（
初
編
巻
下
）

・

第
27
首
「
中
秋

與
昆

溪
湖

山
毅

堂
將
爲
觀
月
之

遊
適
秋

浦
至

遂

泛
墨

　
水
賦

長
句

以
記
事
」

（

初
編
巻

下）

・

第
28
首
「
三

十
生
日

酒
間
自
詠」
（
初
編
巻

下）

・

第
29
首
「

暮
春

感
興
」

（
初
編
巻
下
）

・

第
30
首
「
新

秋
同

藤
井
士

開
横

山
懐
之

飲

小

湖

清
容

亭
分

韻
」

（
初

　
編
巻

下）

・

第
31

〜
33
首
「

中
秋
同

懐
之

及
田

村
考
叔
植
村
子
順
東

橋
買
船
到

棹

　
月

樓
是

夜
月
色

奇
明

夜
半
又
登
某

樓
分

韻
賦

此」

其
一

〜

其
三

（
初

　
編
巻
下）

・

第
34
首
「
中
元
前
一

夕

感
懷
」
（
初
編

巻
下）

・

第
35
首
「
戲
作
勸

行
樂
歌
」
（

初
編
巻

下）

・

第
36
首
「
昆
溪
詩
鈔

題
言
」

（

初
編
巻

下）

・

第
37
首
「
山
寺

觀
早
櫻
用
劒
南

梅
花
韻
」

〔
二

編
巻
上
）

・

第
38
首
「
次
韻

答
夢

香
老
人
」

（
二

編
巻
上
）

・

第
39
首
「
中

秋
同

毅
堂

香

巖
樂
山

泛
舟

墨
水

訪
百

花
園
薄
暮
抵

棹
月

　
樓
此

夕

月
色

清
佳
分
袁
倉
山
四

海

共
傳

斯
夕

好
爲

韻
得
四

字
」
〔
二

　
編
巻

上
）

・

第
40
首
「
至
前

看
梅
花
脇
（
二

編
巻
上
）

・

第
41
首
「
仙

山
樓
閣
圖
」
（
二

編
巻
上
）

・

第
42

〜
44
首
「

紅

梅
次
坡
公

韻
」

其
一

〜
其
三

（
二

編
巻
上）

・

第
45
首
「
暮
春
雨
中
書

懐冖
〔
二

編
巻
上
）

・

第
46
首
「
忽
忽
」

（
二

編
巻
上
）

・

第
47
〜
48
首
「

將

遊
房
州

舟
發
芝
浦
口

號」

其
一

〜

其
二

（
二

編
巻

　
上
）
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・

第
49
首
「
江
上

新
秋
」

（
二

編
巻
上）

・

第
50
首
「
晩
秋

感
懐
」

（

二

編
巻
上
）

・

第
51
首
「
三

月
五
日

獨
歩

墨
堤

賞
櫻
花
」

（
二

編
巻

上）

・

第
52
首
「
翫
花
戲
述
」

（
二

編
巻
上
）

・

第
53
首
「
寄
題
小

松
元
鶴

東
涯

舍」
（
二

編
巻
上）

・

第
54
首
「
感
事
」
（
二

編
巻
上
）

・

第
55
首
「
冬
目

雜

詩
」
（
二

編
巻
上
）

・

第
56
〜
59
首

「

東

台
看
花
雑

詠」

其
一

〜
其
四
（
二

編
巻

中〕

・

第
60
首
「
清
水
」
（
二

編
巻

中）

・

第
61
首
「
府
中
一
（
二

編
巻
中）

・

第
62
〜
65
首
「
茉
莉
詞
」

其
一

〜
其
四

（

二

編
巻

中〕

・

第
63
首
「
茉
莉
詞
」

其
二

（

二

編
巻
中）

・

第
64
首
「
茉
莉
詞
」

其
三

（
二

編
巻

中）

・

第
66
首
「
秋
目

病
中
」
（
二

編
巻
中
）

・

第
67
首
「
偶
感
」
（
二

編
巻

中）

・

第
68
首

コ

一
月

十
一

日

同

香

夢
翁
寛
庭
師

鏡
湖
樂

山
遊
新
梅

莊」
（
二

　
編
巻
中）

・

第
69

〜
76
首

「

梅
花
次
張
船

山
韻」

其
一

〜

其
人

（

二

編
巻

中）

・

第
77
首
「
觀
中
將
姫
藕
絲
繍
羅
漢
」
（

二

編
巻
中）

・

第
78
〜
80
首
「

秋
感
三

首
用

呉
穀
人

韻」

其
一

〜

其
三

（
二

編
巻
中）

・

第
81

〜
85
首
「
元
日
口

號」

其
一

〜
其
五

（
二

編

巻
下）

・

第
86
首
「
登
行
道
山」
（
二

編

巻
下）
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